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近々、出荷する牛にブラシをかける田中一馬さん（34）。北海道酪農学園大学大学院をへて畜産界へ。おんぶするのは優土くん（１）

太田 順一（おおた・じゅんいち）

1950年奈良県生まれ。早稲田大学政
治経済学部中退。大阪写真専門学校
（現・ビジュアルアーツ専門学校 大阪）
卒業。第12回写真の会賞、日本写真協
会賞第 1回作家賞、第34回伊奈信男
賞受賞。主な写真集は、『大阪ウチナー
ンチュ』（ブレーンセンター）、『ハンセン
病療養所 百年の居場所』（解放出版社）、
『群集のまち』（ブレーンセンター）、『父
の日記』（ブレーンセンター）など。著書
に『ぼくは写真家になる！』（岩波書店）。

肉牛畜産には繁殖と肥育の2種がある。母牛を飼って子牛を生ませるのが繁殖農家で、その子牛を買
い取って育てるのが肥育農家。但馬牛のふるさと・兵庫県美方郡加美町の田中一馬さん（34）は繁殖農
家のほうで、現在、50頭の母牛を飼育する。牛舎の建設など莫大な初期投資が必要なため新規参入は
難しいとされる畜産界にあって、24歳のとき「田中畜産」を設立し５頭の母牛を飼うことから出発した。
ひたむきな夢追い人なのだ。牛を心底、愛していて、“牛飼い”を子どもが憧れる職業にしたいという。
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保育園が休みの日は、早朝に咲ちゃん（3）もお手伝いをする。牛舎は絶好の遊び場でもあるのだ

放牧牛のおいしさをぜひ味わってほしい、と
田中さん。問い合わせは「田中畜産」
http://tanatiku.com/

牛舎では、それぞれの牛の名前、
生年月日、親牛の名前を書いた
札が掲げられている

美方郡は雪深いため、取材で訪れた５月初めになって、
やっと今年の放牧がスタートした。まず２頭から

依頼されて肥育農家へ出向き、刃物で「削蹄」をする。
牛がしっかり体重を支えられるようにする特殊技術

生まれた子牛に浣腸をする。便を早く出すと、おっぱいをよく飲むようになるから

子牛にミルクをあげる。妻・あつみさん（24）から見た夫の評は「頑固」「潔癖」


